
第4学年
2月16日

1 単元名直方体と立方休

2 単元について

●本単元の学習内容とねらいについて

本単元では,2年生で学習した「はこの形」の概念の理解に加えて,面や辺や頂点の位置関係や直力

体や立方体の特徴および展閉図にっいての浬解を深める。また,平面を組み合わせて立体を作ったり,

立体を切り開いて展開図を作ったりする経験を通して,三次元上の而や辺の位置関係の理解を深める。
さらに,辺と頂点に着俗することで,三次元上の位置の表し方に気づかせることも本単元の学習のねら
いである。

●本時の学習と「自分事の算数」につぃて

展開図の学習では,辺に沿って箱を切り開き,多様な展開図があることに気づかせ,それらの共通性

を見っけることで,展開図にっいて理解をはかることが多い。これは,いわぱ,偶然に出来た形から法

則性を見っけていく学習となる。一方,本時では,正方形を組み合わせた平面図形から立体を構成する

活動を通して,面と面の関係や辺と辺の関係に気づかせ,展開図に関tる理解を深めたいと声えてぃる。

平面から立体を構成tる学習は,面と面のっながりを考えて接tる位置を決定しなけれぱならないため,
論理的に,思老することが求められる学習であり,立体を翊り開いて展開図を見っける学習に比べて,課

題に主体釣に関わり,責任を持って思考萄旋けなけれぱならない題材であると老える。

婦国児童学級では,現在,男児3名女児4名の計7名(居住地は5力鬮)で学んで船り,それぞれの

文化の違いを興眛深く閉き合い,驚いたりおもしろが0たりしながら学び合ってきてぃる。本時の学習

でも,課題に対する互いの老えを聞き合いながら,自分の若えとの共通点や相違点を分析tることで,

小学4年生なりの見方で展開図に関する法則を見っけられるものと期待してぃる。

3 学習指導計画(3時間目/全10時間)

導入図形遊び(正方形の板を組み合わせて色々な形を作る)・・・2時問

第1次正方形を組み合わせて立方体の展開図を作り,立方体の特徴や陛質に気づく 2時問

第2次直方体の特徴や性質を考えて,直方体の展開図をかく・2時間

第3次直方体と立方体の構成要素に着目して,それぞれの特徴や性質を理解する..2時問

第4次三次元上の位殿の表し方を知る・・2時間

4 本時の学習について

(1)本時のねらい

.立方体の展開図における面と面の位置関係に着目して,立方体の展關図を完成させる。
・活動を通して,立方体の展開図について理解を深める。

(2)予想される本時の展開

「算数」学習指導案
(木) 3階B室 9 00~9 40

授業者戸次佳子

1.8通りの5面の立方体の展開図に,正方形を

1面加えて立方体の展開図を作る。→本時は,

8通りのうちの5通りの展開図を取り上げて考

える。

2.加える 1面をどこに付けたら良いかを発表し

合って,互いの老えを共有する。

3.1面を加える操作から,立方体の展開図の特

徴をまとめる。

4,次時の学習の概要を知る。

主な学習活動と子どもの姿

5面の立方体の展開図には,前時の学習で向か

い合う面に同じ色のシールが貼ってある。

89

発表を開きながら,内分の苫えた方法との共通

点や相違点をさぐる。

面と面,辺と辺の関係から立方体の展開図を見

る。

次時は,残りの3通りの5面の展開図にっいて

、,本時の学習で発見した法則が適用されるか

どうかを確認する。
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